
【
４
４
頁
】重

就
公
御
代
折
松
弐
本
被
除
植
添
被
仰
付

如
此
四
本
松
也

一

東
御
門
之
外
南
方

元
文
五
年
ニ
植
始

松
垣

長
鑑
云
山

田

縫
殿
廣
通

執
政
之
時

宗
廣
公
御
旨
に
て
御

注
１

内
の
誤
記

猟
等
の
時
南
御
門
よ
り
御
出
之
時
東
御
門
通
路
之
者
共
不
及
下
座

閊

又
東
御
門
よ
り
出
候
ふ
時
南
御
門
通
路
之
者
不
及
下
座

差

な
き
様
ニ
と
の
義
也

尤
此
植
垣
武
備
の
為
に
て
ハ
無
之

一

南
御
門
の
外

建

宗
廣
公
御
代
寛
延
元
ニ
始
ル

大
下
馬

供
部
屋

大
下
馬
所
隅
井
戸
出
来

重
就
公
御
代
宝
暦
十
年
也

一

屋
敷
ハ
越
前
よ
り
御
帰
り
の

の
御
屋
敷
也

毛
利
彦
三
郎
殿

監
物
様

注
２

注
３

彦
次

郎
の
誤

記

長
鑑
曰

本
門
之
馬
三
疋
立
之

馬
立
等
他
家
に
異
也

一

吉
元
公
御
代
享
保
三
年
已
来
御
建
立

学
頭
当
分
佐
々
木

明
倫
官館

【
４
５
頁
】源

六

後
小
倉
尚
斎

大
門
之
額
文
字

之
両
文

容
衆

明
倫
館

字
草
場
兵
蔵
書

一

御
城
二
の
丸
東
の
御
門
よ
り
濱
崎
河
島
大

嶋

通
南
ノ
御
門
迄
川
辺
を

橋
の
誤
記

但
二
里
十
七
丁
余
也

廻
り

八
十
九
町
五
十
九
間

四
方
之
山
限
未
考

蘒は

ぎ

＝
寄
組
山
内
縫
殿
廣
通
。
初
通
久
、
廣
久
、
千
槌
、
采
女
、
伊
織
。
延
享
四
年
十

【
注
１
】
山
内
縫
殿
廣
通

一
月
五
日
卒
。
六
十
歳
。

＝
本
文
書

頁
注
２
参
照
。

【
注
２
】毛
利
彦
三
郎

40

＝
本
文
書

頁
注
５
参
照
。

【
注
３
】
監
物
様

34

一

幅
十
四
間
有
之

堀
の
端
家
無
之

元
和
八
年
町
家
出
来

片
側
の
御
堀

河

其
後
元
文
四
年
山
内
縫
殿

執
行
之
時
堀
を
埋
幅
八
間
に
し
て
石
垣
出
来

注
１

橋
本
川
之

よ
り
水
筋
を
付

へ
続
き
夫
よ
り
片

の
堀
江
続
き
此

井
手
口

新
堀

注
２

注
３

側河

時
片
側
之
ツ
リ
道
江

河

釣

壁
出
来
左
右
の
家
を
除
候

海
よ
り
小
船
往
来
被
成
様
に
造
り
候

尤
溝
筋
海

辺
江
ハ
浪
打
込
候
故
捨
石
夥
敷
し
て
堀
筋
へ
土
橋
を
懸
大
道
出
来
候
而

御
蔵
元
の
方
江
自
由
に
往
来
相
成
候
事

【
４
６
頁
】

一

寛
延
四
未
ノ
年
初
春
沖
原

畔
頭
五
郎
左
衛
門
江

萩
廻
り
田
畠
石
高

注
１

問
し
処
に
彼
者
物
語
凡
八
千
石
と
云

一

始
之
時
辰
巳
を
角
無
之
様
ニ
少
し
角
違
に
積
り
た
り

と

萩
の
町
割

注
２

古
キ
工
匠
語
り
し

左
も
有
へ
し
北
極
を
考
て
可
昭
明
也

御
城
ハ
東

見

南
を
請

萩
ハ
西
北
を
請
く
所
な
れ
は
な
り

と
云
名
は
古
へ
ハ

へ
此
地
よ
り
船
渡
と
云

其
後
真
中
に
洲

一

渡
り
口

松
本

注
３

賀

出
来
た
り
其
所
土
取
場
と
成

或
ハ
土
原
と
云
し
と
也

そ
の
後

注
４

ヒ
ジ
ハ
ラ

中
嶋
と
な
り
後
に
ハ
追
々
家
を
作
る

右
土
原
と
云
也

虚
言
不
知
也

実

一

と
云
ハ
御
打
入
之
時
花
松
と
云
地
神
経

の
盲
人
御
供
せ
り

花
松
垰

注
５

た

お

是
か
三
味
線
座
頭
と
地
神
経
と
兼
而
相
勤
候
由

此
者
宅
地
此
邊
に

有
し
故
花
松
垰
と
云
な
り

近
年
迄
菊
部
と
云
座
頭
右
之
流
被
成

＝
本
文
書

頁
注
１
参
照
。

【注
１
】
山
内
縫
殿

44
＝
玉
井
（江
）川
口
の
こ
と
。

【
注
２
】橋
本
川
之
井
手
口

＝
貞
享
四
年(

)

萩
城
三
郭
の
外
堀
（
平
安
古
河
岸
）
か
ら
田
町
南
方
を
唐
樋
ま
で
の
間

【
注
３
】
新
堀

1687

余
町
に
溝
を
掘
り
こ
れ
を
新
堀
と
し
た
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
）

10

239
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【
４
７
頁
】し

か
悪
逆
人
に
て
罪
せ
ら
る
ヽ
と
な
り

花
松
垰
今

乃

益
田
頼
母
注
１

益
田
将
監

折
廻

東
に

門

有

其
内
に
松
ア
リ
右
の
所
ヲ
云
し

将
監
屋
敷
ハ

注
２

シ

鐘
木

注
３

四
方
屋
敷
ニ
て
後
に
町
と
な
る

宝
永
ノ
比
也

今
其
地
を

こ
ろ

撞

と
云

町
注
４

一

ハ
唐
樋
札
場
の
後
新
道
東
の
行
当
り
ニ
て

罪
人
を
磔
に
仕
り
候
所

北
の
方
池
田
有
之

尚
北
之
方
少
し
地
高
ニ
て
廻
り
弐
方
ニ
ハ
竹
藪
有

此
所
昔
の
磔
場
の
跡
な
り

一

昔
ハ

西
の
方
行
当
り
御
堀
端
ニ
有
之

於
此
所
罪
人
を

札
場

呉
服
町

注
５

さ
ら
せ
し
と
也

今

ハ

此
所
に
有
之

且
又
享
保

唐
樋
の
札
場

長
泉
寺
注
６

弐
十
年
の

札
遣
ひ

本

比

之
節
交
易
の
事
ニ
て
町
人
共
三
人

注
７

注
８

御
客
屋

こ
ろ

門
前
之
石
橋
の
上
ニ
て
さ
ら
さ
れ
し
事
あ
り

我
等
現
に
見
し

＝
（
お
き
ば
ら
）椿
郷
西
分
（
に
し
ぶ
ん
）
の
字
名
。

【
注
１
】
沖
原

＝
平
安
古
総
門
か
ら
平
安
古
本
町
筋
を
通
る
線
が
東
南
方
向
に
南
下
し
東

【
注
２
】
少
し
角
違
に
積
た
り

西
に
走
る
街
路
と
交
わ
る
角
度
が
直
角
で
な
い
様
に
街
路
を
設
計
し
た
。
東
北
（
丑
寅
）
の
反
対
側

の
南
西
が
か
け
て
い
る
。
「
御
城
ハ
東
南
を
請

萩
ハ
西
北
を
請
く
」
と
は
こ
の
こ
と
で
あ
る
。
「
萩
古

実
未
定
之
覚
」で
は
「
角
違
に
積
り
出
し
た
り
」
と
あ
る
。

＝
松
本
へ
渡
る
為
の
渡
頭
集
落
で
、
松
本
側
右
岸
の
船
津
に
対
す
る
も
の
。
（
萩
市
史
第
一

【
注
３
】
渡
り
口

巻
２
３
９
頁
）

＝
須
賀
と
も
。
川
水
・
海
水
な
ど
に
よ
っ
て
生
じ
た
砂
地
、
砂
丘
。

【注
４
】
洲
賀

＝
地
神
を
祭
る
経
文
。
地
神
経
読
み
と
い
う
の
は
琵
琶
を
弾
じ
、
地
神
経
を
読
ん
で
地
神

【
注
５
】
地
神
経

を
祭
っ
た
盲
僧
。

【
４
８
頁
】

一

昔

の
北
は

と
云
て
樹
木
も
無
之
山
ニ
て
有
之
候
処
の
後
に

御
薬
園

桜
（
江
）
山

注
１

注
２

盤

竹
木
を
植
て
今
は
深
山
と
な
る
也

の
山
な
り

玉
江
天
樹
院
注
３

は
大
内
家
の
岩
成
豊
後
守
城
跡
と
云

頂
上
に
松
一
本
あ
り

一

茶
臼
山
注
４

是
ハ
御
打
入
之
後
恰
好
之
為
に
祖
式
右
兵
衛
植
置
と
な
ん
又
林
下
よ
り
東
北

と
云
あ
り

是
ニ
て
松
倉
伊
賀
守
と
合
戦
有
し
古
戦
場
と
云
傳
也

の
方
に
陣
原
注
５

ハ
是
又
古
城
と
云

と
云
名
也

尼
子
方
の
松
倉
伊
賀
守

一

城
ヶ
越
注
６

城
の
腰

居
候
由
其
麓
に
北
の
方
田
中
に
首
塚
と
云
畔
有
之

と
云
て

伊
賀
守
塚

麓
の
猿
引
宅
所
の
後
に
あ
り

一

小
畑
に

と
云
あ
り

近
来
川
筋
違
ふ
と
い
へ
共
名
有
之

是
は

雅
楽
殿
川

昔
向
山
の
社
人
矢
次
雅
楽
と
云
者
日
々
社
参
の
時

此
川
に
て

を
か
き
し
所
也

是
故
雅
楽
殿
川
と
云
な
り

此
古
墳
も
前
に
云

垢
離
注
７

こ

り

＝
寄
組
益
田
頼
母
就
応
。
初
兼
脩
、
頼
母
、
源
兵
衛
。
益
田
玄
蕃
頭
元
祥
五
男
就
景

【
注
１
】
益
田
頼
母

家
系
。

＝
寄
組
益
田
将
監
廣
明
。
初
堯
豊
、
松
槌
、
友
之
助
、
将
監
、
才
八
。
益
田
玄
蕃
頭
元

【
注
２
】
益
田
将
監

祥
四
男
就
之
家
系
。

＝
本
文

頁
注
８
参
照
。

【注
３
】
折
廻
し

34

＝
（
し
も
く
ち
ょ
う
）
萩
市
萩
町
の
小
名
。

【
注
４
】撞
木
町＝

承
応
三
年
南
片
河
町
に
創
設
。
享
保
二
年
に
唐
樋
に
移
っ
た
と
の
説
有
り
。
「
札
ノ
辻
」
と

【
注
５
】
札
場

い
う
。
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
参
照
）

228

＝
浄
土
真
宗
の
寺
。
開
基
祐
念
が
東
田
町
に
建
立
。

【注
６
】
長
泉
寺

＝
藩
札
流
通
の
こ
と
。

【
注
７
】札
遣
ひ

＝
他
国
か
ら
使
者
が
多
数
来
る
よ
う
に
な
り
、
万
治
元
年
頃
に
設
け
ら
れ
た
が
、
場
所
は

【
注
８
】
御
客
屋

は
っ
き
り
し
な
い
。
御
客
屋
丈
で
不
足
す
る
時
は
、
菊
屋
宗
定
・
塩
田
屋
久
左
衛
門
宅
を
使
者
の
宿

に
充
て
た
。
貞
享
元
年
に
は
瓦
町
に
新
し
い
役
所
が
設
け
ら
れ
た
。
（
「
萩
市
史
」
第
一
巻

頁
）

221
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【
４
９
頁
】伊

賀
守
塚
同
所
に
あ
り

注
１

一

平
安
古
に
て

と
云
あ
り

是
か
古
へ

吉
見
橋

吉
見
氏
廣
長
居
宅

よ

し

ん

ば

し

此
邊
に
有
之
故
な
り

被
打
果
た
る
旧
跡

者
元
和
五
年
也

注
２

討

恒
歳
考

ハ
三
州
廣
頼

一
男

兄
二
郎
兵
衛
元
頼

吉
見
大
蔵
廣
永

注
３

長

次

早
世
家
督
ス

後
諸
国
浪
人
之
処
元
和
元
年
帰
参

千
五
百
石

也

注
４

三

同
四
年
八
月
廿
五
日

宗
瑞
様
御
成
被
相
願
御
下
り
筈
之
処

家
来

ノ

妹
兄
弟
二
人
有
之

姉
娘
廣
長

■
■

吉
山
雪
助

召

抱

カ

之
妻
妹
ニ
意
趣
有

兄
を
頼
毒
薬
を
買

御
成
前
の
事

清
水
美
作
守

榎
本

故
御
不
審
多
ク

八
月
廿
四
日

并
組
中

注
５

大
勢
昼
過
押
寄
屋
敷
を
十
重
廿
重
に

伊
豆
守

内
藤
左
衛
門

注
６

注
７

＝

【
注
１
】
御
薬
園＝

面
影
山
（

米
）
の
こ
と
。
平
野
山
と
も
云
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
）
。
本
文
書

頁
注
３

【
注
２
】
桜
山

243

86

10

参
照
。
な
お
「萩
古
実
未
定
之
覚
」
に
は
「
桜
江
山
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

＝

頁
注
２
参
照
。

【
注
３
】
玉
江
天
樹
院

33

＝
阿
武
川
河
口
デ
ル
タ
に
面
し
た
山
々
の
中
で
標
高

ｍ
の
こ
の
山
は
最
も
高
く
、
見
通
し

【
注
４
】
茶
臼
山

310

が
よ
い
た
め
、
明
木
「
い
す
の
こ
山
」
か
ら
萩
「
毛
尻
原
」
へ
の
狼
煙
場
が
あ
っ
た
。
椿
八
幡
の
左
横
手
か

ら
椿
谷
を
登
り
山
頂
に
至
る
（
萩
市
史
第
１
巻

頁
）。
三
角
山
の
こ
と
か
？

85

＝
椿
郷
西
分
沖
原
の
小
名
。
大
内
氏
家
臣
岩
成
（
岩
城
）
豊
後
守
と
椿
東
無
田
ヶ
原
城
主
松

【
注
５
】
陣
原

倉
伊
賀
守
と
が
戦
っ
た
古
戦
場
。

＝
椿
東
無
田
ヶ
原
の
東
縁
に
位
置
し
、
北
の
前
小
畑
に
突
き
出
し
た
標
高

ｍ
の
小
山
。
東

【
注
６
】
城
ヶ
越

143

に
連
な
る
吾
妻
山
・
畦
山
な
ど
と
一
連
の
小
山
塊
を
な
す
。
今
日
こ
の
山
を
「
城
ノ
腰
山
」
と
呼
ぶ

が
、
元
来
「
城
の
腰
」
は
こ
の
山
の
西
麓
を
指
す
地
名
。
地
下
上
申
絵
図
で
は
「
古
城
山
」
と
あ
る
。
か

つ
て
尼
子
の
侍
大
将
松
倉
伊
賀
守
の
居
城
で
あ
っ
た
が
、
の
ち
天
正
年
中
吉
見
氏
の
家
臣
波
田
野
右

馬
丞
頼
武
が
守
衛
し
た
。
（
萩
市
史
第
１
巻

頁
）

89

＝
（
こ
り
）
神
仏
に
祈
願
す
る
た
め
冷
水
を
浴
び
身
体
の
汚
れ
を
去
っ
て
清
浄
に
す
る
こ
と
。

【
注
７
】
垢
離

取
囲

廣
長
大
ニ
働
後
子
共
を
差
殺
討
死
也

此
時
福
原

【
５
０
頁
】討

死

楢
崎
与
兵
衛
兄
弟

上
山
助
左
衛
門

清
水
勘
右
衛
門
手
を
負

と
云
山
あ
り
其
道
の
右
の
山
上
に

一

小
畑
東
の
方
に
上
山
よ
り
上
り
て
田
と
こ
注
１

床

古
松
拾
本
有

是
ハ
井
原
弾
正
執
役
之
節
此
邊
の
気
色
の
為
に
取

＝
玉
江
橋
か
ら
東
方
の
街
路
（
国
道

号
線
）
よ
し
ん
橋
筋
に
面
し
安
養
寺
に

【
注
１
】
吉
見
氏
廣
長
居
宅

191

回
る
西
側
に
あ
っ
た
。
（萩
市
史
第
一
巻

頁
）

130

＝
元
和
四
年(

)

八
月
廿
五
日
の

の
こ
と
。
吉
見
氏
は

【
注
２
】
被
打
果
た
る
旧
跡

1618

吉
見
廣
長
誅
罰
事
件

中
世
以
来
、
津
和
野
三
本
松
城
主
。
廣
長
の
祖
父

が
毛
利
氏
に
帰
属
し
て
か
ら
も
そ
の
帷
幄

正
頼

に
参
画
し
、
父
廣
頼
の
妻
は
毛
利
隆
元
の
娘
で
あ
っ
た
（
尾
崎
局
）
か
ら
、
父
は
輝
元
と
義
兄
弟
で
、

廣
長
は
輝
元
の
甥
で
あ
っ
た
。
然
乍
ら
輝
元
は
関
ヶ
原
の
敗
戦
後
家
臣
に
十
分
な
所
領
を
宛
行
う

し
か
し
な
が
ら

事
が
出
来
な
か
っ
た
。
吉
見
氏
の
場
合
、
中
世
以
来
の
所
領
阿
武
郡
を
提
供
さ
せ
、
指
月
の
別
邸

も
萩
城
築
城
で
取
り
上
げ
る
結
果
と
な
っ
た
。
廣
頼
は
僅
か
な
隠
居
料
を
貰
っ
て
廣
長
と
共
に
大

井
串
山
山
麓
に
追
放
同
様
に
な
っ
た
の
に
対
し
て
、
か
つ
て
岩
見
で
の
競
争
相
手
で
あ
っ
た
益
田
氏

は
石
州
境
に
広
い
領
地
を
拝
領
し
萩
築
城
で
も
責
任
者
の
一
人
と
し
て
業
績
を
挙
げ
て
い
た
。
慶

長
の
役
で
も
武
功
を
立
て
家
柄
で
も
益
田
を
上
回
る
の
に
輝
元
に
見
捨
て
ら
れ
た
恰
好
に
な
っ
て

い
た
。
不
満
を
募
ら
せ
た
廣
長
は
慶
長
九
年
十
二
月
十
五
日
萩
を
出
奔
し
た
。
父
廣
頼
は
慶
長
十

八
に
没
し
た
が
、
廣
長
は
流
浪
を
続
け
た
。
し
か
し
元
和
三
年
恥
を
忍
ん
で
帰
国
し
た
。
輝
元
は
こ

れ
を
赦
し
て
二
百
石
を
与
え
平
安
古
に
住
ま
わ
せ
た
。
元
和
四
年
八
月
廣
長
は
自
宅
に
輝
元
を

招
い
て
中
秋
の
宴
を
開
こ
う
と
し
た
。
と
こ
ろ
が
廣
長
に
対
す
る
中
傷
・
讒
言
が
行
わ
れ
た
。
廣
長

が
家
臣
吉
山
近
江
守
の
二
人
の
娘
を
愛
し
た
た
め
、
姉
（
廣
長
側
室
）
が
妹
を
毒
殺
し
よ
う
と
し
て

薬
を
求
め
た
の
が
発
覚
し
た
。
こ
れ
が
輝
元
毒
殺
計
画
と
見
な
さ
れ
て
誅
罰
と
な
っ
た
。
こ
の
事
件

で
吉
見
氏
の
家
系
は
断
絶
し
た
が
、
輝
元
は
廣
長
の
出
奔
中
に
そ
の
妹
に
吉
川
広
家
三
男
彦
次
郎

政
春
（
就
頼
）
を
迎
え
て
吉
見
氏
を
継
が
せ
、
寛
永
十
四
年
毛
利
氏
を
称
さ
せ
た
。
領
地
が
熊
毛

郡
大
野
村
で
あ
っ
た
の
で
大
野
毛
利
家
と
い
う
。
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
）

130

＝
吉
見
三
河
守
廣
頼
。
室
は
毛
利
隆
元
の
娘
（
尾
崎
局
）
。

【注
３
】三
州
廣
頼

＝
二
百
石
の
誤
り
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
））

【
注
４
】
千
五
百
石

130

＝
物
頭
。
寄
組
清
水
美
作
守
景
治
。
備
中
高
松
城
主
宗
治
の
二
男
。

【
注
５
】
清
水
美
作
守

＝
後
詰
。
寄
組
榎
本
伊
豆
守
元
吉
。
元
就
・
輝
元
・
秀
就
三
代
に
仕
え
た
。
朝
鮮
の

【
注
６
】
榎
本
伊
豆
守

役
で
武
功
有
り
。

＝
検
使
。
寄
組
内
藤
左
近
允
左
衛
門
尉
元
忠
。

【
注
７
】
内
藤
左
衛
門



植
候
也

一

よ
り
の
流
水

の
下
よ
り

の
麓
に

川
上

蛍
火
山

南
明
寺

注
２

此
山
の
名
山
田
玄
傾
ト
云
者

吉
就
公
之
御
代
付
候
と
也

の
方
江
行
て
海
へ
出
る

山
下
に
川
有
て
防
の
時
分
手
前
の
用
ニ
不
立

敵

小
松

小

松

江

の

方

へ

行

の

誤

記

桜

の
用
に
立
故
元
和
弐
年
今
の
様
に
河
筋
を
堀
て
流
る
也

川
向
ハ
皆

注
３

椿
八
幡
の
氏
子
也

然
る
所
に

向
の
通
り
に
春
日
の
氏
子
入
交

龍
蔵
寺

有
之

昔
の
川
筋

の
内
外
の
証
拠
な
り
と
古
老
の
里
民
語
れ
り

本
ハ

注
４

(

必)

竟
萩
ハ
今
の
堀
内
并
ニ
市
中

纔

に
地
高
に
て
惣
躰
大
沼
成
し
と

欠

字

わ
ず
か

云

今
萩

と
も
云
と
な
り

沼
の
城

【
５
１
頁
】

恒
歳
云

宝
暦
初
ノ

去
ル
九
十
歳
余
ノ
老
人
咄
セ
シ
ハ
自
分
拾

比こ
ろ

五
六
の

初
而
来
萩
の
節
に
ハ
御
許
町

辺
之
通
節
所
々
に

比

注
１

こ
ろ

は

じ

め

て

家
居
有
之

左
右
皆
沼
な
り
と

一

東
行
詰
川
嶋
に

と
云
あ
り

此
邊

と
云

八
町
縄
手

レ
ン
テ
イ
橋

蓮
貞

注
２

尼
の
居
所
有
之

近
辺
に
此
石
橋
有
之

依
而
の
名
也

今

と
云

弁
天
橋

誤
り
な
り

御
城
下
に
て

を
植
始
ハ
江
向
ひ

隣
り

ニ
始
て
植
と
云

一

竹

徳
隣
寺

三
田
屋
敷

注
３

一

上
牢
ハ

下
籠
ハ

と
云

是
ハ
岩

崎

孫
兵
衛
と
云
も

野
山
屋
敷

岩
倉
屋
敷

牢

倉
の
誤
記

の
犯
乱
ニ
て
野
山
清
左
衛
門
宅
へ
切
入

手
負
死
人
数
多
有
之

両
家
共
に

没
収
せ
り

其
後
此
屋
敷
獄
屋
に
被
仰
付
候

下
牢
の
内

と

杉
崎
牢

＝
上
野
田
床
に
あ
る
標
高

米
の
山
。

【
注
１
】
田
床
山

373

＝
霧
口
に
あ
る
山
。

【
注
２
】
蛍
火
山

＝
河
内
・
大
屋
か
ら
流
れ
出
る
大
屋
川
の
水
は
け
を
良
く
す
る
た
め
に
、
宝

【
注
３
】
川
筋
を
堀
て
流
る
也

永
三
年(

)

、
濁
淵
か
ら
小
松
江
へ
か
け
て
新
た
に
溝
を
開
削
し
た
。
こ
の
溝
に
よ
っ
て
大
屋
川
の

1706

川
筋
が
変
化
し
、
東
側
の
金
谷
へ
流
れ
出
て
い
た
も
の
が
、
以
後
は
西
側
の
大
照
院
前
の
小
松
江
へ
流

れ
出
る
よ
う
に
な
っ
た
。
（
萩
市
史
第
一
巻

頁
）

405
898

＝
「古
川
筋
」と
い
う
。

【
注
４
】昔
の
川
筋

云
あ
り

是
ハ
関
白
様
御
家
来
杉
崎
何
某
と
云
者
を
御
当

ス
キ
サ
キ
牢
ト

云

ハ
誤

り

也
注
５

【
５
２
頁
】家

江
御
頼
ニ
て
御
預
ケ
被
成
候

是
に
て
死
ス

其
後
其
名
を
称
せ
り

一

の
漁
人
の
船
に
丸
太
舟
ニ
て
田
舎
の
水
溜
の
様
に
木
を
彫
て
船
と
し

靏
江

て
用
之

元
禄
宝
永
の
比
迄
有
之

其
後
自
然
に
只
今
の
様
ニ
常
の
船
と
成
也

こ
ろ

一

御
城
下
廻

也

橋
辺
の
辻
番
所
ハ
古
来
よ
り
有
来
ル

川
筋
歩
行
渡
り
禁
止

と
有
之

不
足
所
ハ
四
ヶ
所

町
奉
行
役
之
節
直
ク
建

上
山
庄
左
衛
門
注
１

か
み
や
ま

又
曰
人
々
浅
瀬
を
渡
る
故
ニ
制
止
之
高
札
を
立
た
り

土
原
・
川
嶋
辺
に
心

有
人
は
大
笑
セ
リ

是
ニ
て
人
に
浅
瀬
を
知
せ
る
と
云
也

無
間
合
高
札
を
引
と
也

一

ハ
古
来
船
渡
し
也

元
禄
拾
弐
年
よ
り
始
而
橋
に
な
る

長
サ
三
拾
一
間
也

松
本
川

て

一

萩

作
候
様
宝
永
の

筑
前
よ
り
三
宅
益
庵
と
云

御
城
下
の
松

比こ
ろ

外
科
来
り
多
年
住
居
せ
り

御
城
番
茂
仕
り
候
得
共

後
に
御
暇
を

取
国
へ
帰
る

此
者
能
松
を
作
り
し
由

夫
已
来
其
形
ニ
似
合
せ
て
作
る

よ
き

そ
れ

と
な
り

＝
元
禄
十
年
二
月
六
日
、
唐
樋
筋
の
侍
屋
敷
を
町
人
へ
売
却
す
る
事
が
許
可
さ
れ
、
唐
樋

【
注
１
】
御
許
町

町
と
橋
本
町
の
中
間
に
新
し
く
町
屋
敷
が
形
成
さ
れ
た
。
こ
こ
に
は
生
計
に
窮
し
た
４
４
軒
の
侍

屋
敷
が
あ
っ
て
四
町
余
（

米
）
に
わ
た
り
街
路
の
左
右
に
見
苦
し
い
垣
や
壁
が
連
な
っ
て
い
た
。
新

440

し
い
町
は
宝
永
七
年
（

）
に
御
許
町
と
名
付
け
ら
れ
、
独
立
し
た
一
町
と
し
て
町
年
寄
が
定

1710

め
ら
れ
た
。
侍
町
を
町
屋
敷
に
変
更
し
て
町
と
し
て
「
許
し
た
」
の
で
御
許
町
と
名
付
け
た
と
伝
え

ら
れ
て
い
る
（萩
市
史
第
一
巻

頁
）

393

＝
川
嶋
五
反
田

八
丁
川
島

【
注
２
】
八
町
縄
手＝

江
向
徳
隣
寺
筋
。

【
注
３
】
徳
隣
寺

＝
頓
振
町
筋
（
現
古
萩
町
）
の
西
に
野
山
獄
、
東
に
岩
倉
獄
が
あ
っ
た
。

【
注
４
】
野
山
屋
敷
、
岩
倉
屋
敷

（
萩
市
史
第
一
巻

頁
）

231

＝
「
大
サ
キ
牢
ト
云
ハ
誤
り
也
」
の
誤
記
（萩
故
実
記
未
定
之
覚
）

【
注
５
】
ス
キ
サ
キ
牢
ト
云
ハ
誤
り
也



【
５
３
頁
】益

庵
流
と
云

一

の

ハ
延
享
弐
年
ニ
始
る
也

今
の
門
も
一
同
に
建
な
り

清
光
寺

筋
壁

注
１

注
２

一

市
中
其
外
の

始
ハ
寛
延
弐
年
十
二
月
に
始
る
也

宗
廣
公
御
代
也

宿
札

長
鑑
曰
諸
士
借
宅
之
者
何
某
宅
ト
木
札
ニ
記
シ

本
宅
之
儀
者

夫
ニ
不
及
也

是
又
同
時
之
御
沙
汰
な
り

一

改
て
今
の
通
り
ニ
な
る

所
々
ヘ
大
分
小
橋
懸
り
是
ハ
船
往
来

江
向
ノ
溝

の
為
ナ
リ

此
時
橋
本

木
橋
に
な
る

延
享
二
年
ニ
始
ル

昔
宝
永

大
石
橋

乃

か
桂
何
某

と
云
も
の

の
石
橋
ニ
て
馬

き
落

比

今

桂

五

郎

左

衛

門
養
父
な
り
ト
云

秀
岳
院
注
３

蹶

こ
ろ

つ
ま
づ

馬
し
て
終
に
死
せ
り

夫
よ
り
石
橋
ハ
ヒ
キ
ク
直
し

失
火
の
時
の
為
に
て

低

く

悉
く
改
り
し
に

今
度
ハ
又
高
く
な
る

時
代
違
と
ハ
是
也

今
枯
株
計
リ
也
地
ヨ
リ
三
尺
モ
リ

一

の
古
松
昔
ハ
是
江
船
を
繋
キ
た
り
と
云

圓
清
寺

恒
歳
曰
此
松
天
明
五
六
比
枯
残
リ

政

【
５
４
頁
】

＝
月
輪
山
清
光
寺
。
浄
土
真
宗
。
西
田
町

に
現
存
。
現
本
願
寺
萩
」
別
院
。
寛
永
八
年

【
注
１
】
清
光
寺

16

（

）輝
元
夫
人
清
光
院
の
菩
提
寺
と
な
る
。
開
山
は
准
尊
。

1631

＝
筋
塀
の
事
か
。
定
規
筋
と
言
わ
れ
る
横
筋
の
あ
る
築
地
塀
。
御
所
や
門
跡
な
ど
に
あ
る
も

【
注
２
】
筋
壁

の
で
筋
の
数
は
格
式
に
よ
り
異
な
り
五
本
が
最
上
。

＝
土
居
山
秀
岳
院
。
真
言
宗
の
寺
。
平
安
古
に
あ
っ
た
。
初
め
天
台
宗
。
か
っ
て
は
備
後
国

【
注
３
】
秀
岳
院

三
吉
に
あ
り
、
毛
利
元
興
の
法
号
を
寺
名
と
し
た
。

＝
月
輪
山
円
政
寺
。
真
言
宗
。
塩
屋
町
に
現
存
。
往
古
は
大
内
氏
の
祈
願
寺
。
慶
長
期
に

【
注
４
】
圓
清
寺

垰
天
満
宮
と
一
緒
に
萩
へ
移
る
。
多
越
神
社
。
円
政
寺
は
法
光
院
の
地
に
移
る
。
（「
萩
市
史
」
第
一

巻

頁
）

329

＝
上
山
正
左
衛
門
経
匡
。
萩
町
奉
行
（享
保
元
年
九
月
三
日
～
同
五
年
七
月
二
十
八

【
注
１
】
上
山
庄
左
衛
門

日
）
。

往
古
山
口

に
て
大
内
家
祈
願
所
ト
云

宗
瑞
公

圓
政
寺
町

え

ん

せ

い

じ

ま

ち

御
供
ニ
て

今
ノ
地
ニ
来
ル

宝
物
寺
内
天
神
社
江
日

快
舞
坊
良
政
注
１

蓮
寄
進

鍔
口
者
建
長
六
年
六
月
日

日
蓮
と
銘
阿
り

曰
ク
是
ノ
古
卓
一
ツ
裏
ニ
朱
銘

応
永
十
二
酉
ノ
八
月
廿
八
日
永
ク
置
ク

之
ト
有

本
寺
満
願
寺

一

北
の
浜
辺

享
保
六
年

執
政
の
時
植
始

市
中
新
橋
並
木

益
田
織
江
注
２

益

田

織

部

の

誤

記

一

濱
崎
に

有

此
地
ハ

之
旧
地
也

是
ヲ
宝
永

御
救
米
倉

お
か
ん
御
姫
様

注
３

注
４

の

比
米
屋
敷
に
被
仰
付
候

蔵
五
ツ

壱
ツ
の
長
サ
四
間
ニ
弐
拾
間
也

蔵
毎
ニ

こ
ろ

米
弐
千
石
入
五
ツ
合
て
壱
万
石
被
為
入
置
也

あ
わ
せ

完
戸
玄
蕃

山
根
六
左
衛
門

長
鑑
曰

執
政

之
時

御
救
米
蔵
始
ル

注
５

宍
道
の
誤
記

其

の
御
所
帯
役
也

右
之
内
御
蔵
弐
ツ
宝
暦
拾
年
に
今

恒
勝
注
６

比こ
ろ

【
５
５
頁
】の

御
蔵
元
江
御
引
せ
被
成
候

ヲ
出
海
端
に
四
拾
間
続
ニ
〆

松
原
口
之
門
注
１

御
建
さ
せ
被
成
候
事

一

に

の
名
阿
り

是
ハ
吉
就
公
御
代
御
能

呉
服
町
横
丁

絹
織
屋

衣
装
地
織
調
被
仰
付
候

御
勝
手
の
御
吟
味
ニ
て
此
所
江
上
方
の
織

手
を
御
招
き
候
而

萩
の
町
人
を
手
伝
に
し
て
織
出
せ
り

其
後
右
之

＝
円
政
寺
開
山
。

【
注
１
】
快
舞
坊
良
政＝

寄
組
益
田
就
高
。
享
保
五
年
七
月
～
同
七
年
六
月
十
六
日
ま
で
当
職
。
初
兼
通
、
亀
之

【
注
２
】
益
田
織
部

助
、
七
郎
兵
衛
、
孫
左
衛
門
、
図
書
、
織
部
。
享
保
八
年
正
月
三
十
一
日
没
。

歳
。

63

＝
五
代
毛
利
吉
元
の
代
、
宝
永
六
年
十
二
月
、
吉
田
町
の
北
詰
に
御
救
米
蔵
五
棟
を
設

【
注
３
】
御
救
米
倉

1
7

0
9

け
、
城
下
の
非
常
に
備
え
て
御
救
米
を
貯
蔵
し
た
。
長
さ

間
、
幅
４
間
、
蔵
毎
に
二
千
石
、
合
計
一

-20

万
石
を
貯
蔵
し
、
こ
れ
を
濱
崎
御
救
米
蔵
と
称
し
た
。

＝
二
代
毛
利
綱
廣
五
女
、
勘
姫
。
延
宝
八
年
一
月
十
九
日
生
、
宝
永
五
年
十
一
月
二

【
注
４
】
お
か
ん
御
姫
様

1
6

8
0

1
7

0
8

十
三
日
卒
。
二
十
九
歳
。
嫁
大
野
毛
利
就
豊
、
後
離
縁
。

＝
宍
道
玄
蕃
就
晴
。
宝
永
五
年
八
月
十
日
か
ら
正
徳
二
年
十
二
月
十
八
日
ま
で
当
職
。
享

【
注
５
】
完
戸
玄
蕃

1
7

0
8

1
7

1
2

保
一
七
年
一
〇
月
一
三
日
没
。

歳
。

６６

＝
御
所
帯
役
。

【
注
６
】
山
根
六
左
衛
門
恒
勝



人
上
方
江
帰
る
也

其
節
よ
り
此
名
阿
り

長
寿
寺

熊
谷
入
道

一

門
内
に
入
左
に
塔
阿
り

題
座
に
大
文
字
ニ
て

注
２と

阿
り

此
塔
元
来
唐
船
に
有
之

先
年(

先)

大
津
ニ
て
船
損
し

法
山
注
３

欠

字

塔
を
海
中
へ
沈
む

是
を

へ
取
上
ケ
置
連
候

二
尊
院
注
４

れ

注
５

注
６

私
考

ト
云
寺
内

石
塔
十
三
重
程
有

守

涼
松
山

榎
本
伊
豆

此
塔

と
言
伝
り

銘
不
見

楊
貴
妃
墓
注
７

【
５
６
頁
】後

所
望
に
て
庭
に
置

然
る
に
少
々

有
之

榎
本
前
遠
江

化
事

注
１

注
２

依
之
海
邊
へ
捨
置
と
也

ハ
此
寺
の
旦
那
也

熊
谷
入
道
法
山
浄
味

紹

ト
云
者

に
一
味
同
心
し
罪

依
而
寄
付
ス

嫡
子
忠
右
衛
門
注
３

油
井
正
雪

雑
賀

せ
ら
る
ヽ

此
熊
谷
今
の
熊
谷
町
注
４

に
居
故
夫
故
已
来
此
名
有
り

く
ま
が
や
ち
ょ
う

茂
皆
住
人
の
名
な
り

下
り

黒
沢
縄
手

注
５

注
６

も

恒
歳
考
開
山

ハ
山
口
長
寿
寺

五
世
也

一
空
夜

傾

和
尚
注
７

注
８

欣
の
誤
り

＝

【注
１
】松
原
口
之
門

＝
涼
松
山
長
寿
寺
。
開
山
一
空
上
人
夜
欣
和
尚
、
山
口
長
寿
寺
に
住
す
。
輝
元
公
山
帰
依
御

【
注
２
】
長
寿
寺

打
入
之
時
、
萩
へ
被
召
置
、
山
口
長
寿
寺
出
棚
隠
居
之
地
也
。
龍
昌
院
も
周
慶
寺
隠
居
之
地
也
。
福
原

越
後
、
榎
本
伊
豆
被
仰
付
慶
長
十
二
年
立
。
毛
利
刑
部
様
萩
御
出
之
節
御
宿
被
仰
付
、
書
院
萩
よ
り

御
建
立
と
云
伝
聞
也
。
虚
実
不
知
。
（「
萩
古
実
未
定
之
覚
」よ
り
）

熊
谷
入
道
法
山
坊
（
紹
）
味
。
萩
町
人
熊
谷
紹
味
の
こ
と
。
長
寿
寺
の
旦
那
。

【
注
３
】
熊
谷
入
道
法
山
＝

（
「
萩
市
史
」第
一
巻

頁
）

360

本
堂
に
釈
迦
如
来
と
阿
弥

【
注
４
】
二
尊
院
＝
長
門
市
油
谷
町
向
津
具
に
あ
る
。
仁
和
寺
の
末
寺
。
真
言
宗
。

陀
如
来
が
あ
る
か
ら
こ
の
名
が
あ
る
。
唐
の
玄
宗
帝
の
愛
妃
楊
貴
妃
が
こ
こ
に
漂
着
し
て
亡
く
な
っ

た
の
で
追
善
し
た
と
い
う
伝
説
が
あ
り
墓
が
あ
る
。

＝
【
註
２
】
参
照
。

【
注
５
】
涼
松
山

＝

頁
注
６
参
照
。

【注
６
】榎
本
伊
豆
守

49

＝
「
此
塔
の
趣
、
咄
承
候
。
先
大
津
の
代
官
勤
し
人
、
唐
の
玄
宗
皇
帝
楊
貴
妃
之
塚
と
云
、

【
注
７
】
楊
貴
妃
墓

榎
本
へ
差
出
候
節
、
下
の
臺
石
向
津
海
中
に
于
今
沈
み
有
之
、
法
山
と
有
之
。
右
は
新
ら
し
く
出
来
せ

し
也
」(

「萩
古
実
未
定
之
覚
」よ
り)

宗
瑞
公
御
帰
依

慶
長
十
六
当
寺
建
立

寛
永
ノ
中
寺
焼
失

書
扣
等
焼
失
也

本
堂
寛
永
拾
五

十
月
吉
日
建
立
奉
行

ひ
か
え

開
山
木
像
廟
所
阿
り

阿
曽
沼
因
幡
守
就
春
注
９

あ

注
１
０

本
寺
京
禅
林
寺

一

は
岩
佐
玉
庵

片
側
の
端
今

の
向
に
て
拝
領
屋
敷

圭
庵
橋

袋
町

注
１
１

注
１
２

注
１
３

六
郎
宅
ト
間
ノ

長
鑑
曰
今
徳
田

【
５
７
頁
】

小
道
ヲ
隔
西
隣
り
屋
敷
な
り

往
来
の
人
北
西
よ
り
の
縄
手
を
通
り

｜同
橋
通
路
せ
り
し
故
の
名
と
云

長
鑑
曰
御
城
内
吉
川
屋
敷
と
新
御

＝
榎
本
遠
江
就
時
。
毛
利
綱
廣
代
、
萩
藩
当
職
（
明
暦
三
年
五
月
一
日
～
寛
文
三
年
二

【
注
１
】
榎
本
前
遠
江

月
三
十
日
）

＝
「萩
古
実
未
定
之
覚
」
で
は
「少
々
他
事
有
之
」と
書
か
れ
て
い
る
。

【
注
２
】
化
事

＝
萩
町
人
熊
谷
紹
味
の
子
池
永
（
熊
谷
と
も
）
六
郎
左
衛
門
の
こ
と
。
彼

【
注
３
】
嫡
子
忠
右
衛
門

は
。
慶
安
四
年
由
比
正
雪
が
三
代
将
軍
家
光
の
死
を
期
と
し
て
牢
人
を
駆
り
集
め
倒
幕
を
企
て
た
事
件

1
6

5
1

（
慶
安
事
件
）
に
同
心
し
、
事
破
れ
て
駿
府
で
自
害
し
た
。
ま
た
、
熊
谷
三
郎
兵
衛
も
捕
縛
を
免
れ
た
が

江
戸
で
自
害
し
た
。
（
「萩
市
史
」第
一
巻

頁
）

360

＝
（
く
ま
が
や
ち
ょ
う
）萩
町
（
は
ぎ
ま
ち
）
の
字
名

【注
４
】熊
谷
町

＝
（
さ
い
が
さ
が
り
）
萩
町
（は
ぎ
ま
ち
）
東
田
町
（ひ
が
し
だ
ま
ち
）
の
小
名
。

【注
５
】雑
賀
下
り

＝
元
禄
十
五
年
五
月
二
日
、
土
原
田
中
に
黒
沢
縄
手
の
新
道
が
開
通
し
た
。
（
「萩
市
史
」第

【
注
６
】
黒
沢
縄
手

1
7

0
2

一
巻

頁
）

408

＝
山
口
長
寿
寺
の
五
世
。

頁
注
２
参
照
。

【注
７
】一
空
夜
欣
和
尚

55

＝

頁
注
２
参
照
。

【
注
８
】
山
口
長
寿
寺

55

＝
初
代
毛
利
秀
就
の
代
、
寛
永
十
年
八
月
か
ら
同
十
七
年
ま
で
当
役
。

【
注
９
】
阿
曽
沼
因
幡
守
就
春

＝
浄
土
宗
西
山
禅
林
寺
派
総
本
山
、
永
観
堂
禅
林
寺(

京
都
市
左
京
区
永
観
堂
町

)

【
注
１
０
】
禅
林
寺

48

貞
観
五
年
清
和
天
皇
よ
り
「
禅
林
寺
」
の
勅
額
を
賜
う
。
創
建
弘
法
大
師
の
弟
子
真
紹
僧
都
（
し
ん
じ
ょ

8
6

3

う

～

）

797

873＝
元
禄
十
一
年
呉
服
町
二
丁
目
か
ら
慶
安
縄
手
に
向
け
て
新
堀
川
に
掛
け
ら
れ
た
橋
。

【
注
１
１
】
圭
庵
橋

1
6

9
8

（「
萩
市
史
」
第
一
巻

頁
）

408

＝
「萩
古
実
未
定
之
覚
」
で
は
岩
佐
慶
安
。

【
注
１
２
】岩
佐
玉
庵



殿
と
の
間
御
門

ト
云
も
東
都
の

・
半
蔵
御
門

の
類
也

財
満
門
注
１

注
２

注
３

鍋
嶋
門

昔
の
門
青
貝
成
り
し
と
云

伏
見
御
時
代
の
門
也
と
云

虚
実

一

龍
昌
院
注
４

未
知
之

此
寺
中
に
薬
研
の
様
に
石
に
彫
古
墳
阿
り

寛
文
の
比
也

こ

ろ

姫
君
に
て
廣
井
式
部
少
輔
妻
と
阿
り

慶
長
拾
弐

生
国
土
佐
一
条
殿
注
５

年
の
比
の
分
限
帳
よ
り
ハ
此
人
阿
り

過
去
帳
雖
有
之

廣
井
家
断
絶
テ
問
無
之

こ
ろ

恒
歳
考

ハ
初
慶
長
拾
巳

御
建
立
後

金
沙
山

周
慶
寺

注
６

注
７

龍
昌
院
様

祢

注
８

御
逝
去
ノ
後
変
之
寺
号
知
也

御
奉
書
阿
り

開
山住

職

誉
是
休
一
道
和
尚
注
９

注
１
０

宗
瑞
公
御
供
山
口
江
参
り
西
法
寺

注
１
１

注
１
２

什
物
赤

檀
ノ
弥
陀
ノ
像

作

同
同
筆

同

栴

恵
心

円
光
大
師

せ

ん

だ

ん

筆＝

【
注
１
】
財
満
門

＝

【
注
２
】鍋
嶋
門

江
戸
城
門
の
一
つ
。
城
の
西
端
に
位
置
し
、
ま
っ
す
ぐ
甲
州
街
道
（
現
・
国
道

号
）
に
通

【
注
３
】
半
蔵
門
＝

20

じ
て
い
る
。
大
手
門
の
反
対
側
に
あ
る
。
名
前
は
付
近
に
屋
敷
が
あ
っ
た
徳
川
家
臣
・
服
部
正
成
・
正

就
父
子
の
通
称
「
半
蔵
」
に
由
来
す
る
。

＝
北
古
萩
に
あ
る
。
浄
土
宗
。
現
在
廣
雲
寺
。
山
号
金
沙
山
。
初
め
秀
就
生
母
（
輝
元
側
室
児

【
注
４
】
龍
昌
院

玉
氏
）
の
菩
提
所
と
し
て
周
慶
寺
。
寛
文
四
年
秀
就
夫
人
龍
昌
院
の
菩
提
寺
と
な
る
。
京
都
清
浄
院
末

1
6

6
4

で
、
末
寺
を
十
七
ヶ
寺
持
つ
。

＝
土
佐
一
条
氏
は
藤
原
北
家
の
九
条
道
家
の
子
、
実
経
（

～

）が
創
設
。
八

【
注
５
】
土
佐
一
条
殿

1193
1252

代
兼
良
の
子
教
房
は
関
白
を
務
め
た
が
、
応
仁
の
乱
で
土
佐
国
幡
多
荘
へ
下
向
、
戦
国
公
家
大
名
と
な
っ

た
。
其
後
、
兼
定
の
代
と
な
り
兼
定
が
出
家
し
内
政
に
家
督
を
継
が
せ
長
宗
我
部
氏
に
後
見
を
託
し
た

が
、
長
宗
我
部
元
親
は
内
政
を
大
津
城
に
移
し
実
質
的
に
土
佐
一
条
氏
は
終
焉
を
迎
え
た
。
そ
の
後
兼

定
は
天
正
三
年
大
友
氏
の
後
援
を
受
け
宿
毛
に
侵
攻
し
て
中
村
を
覗
い
、
四
万
十
川
を
挟
み
長
宗
我
部

1
5

7
5

元
親
と
合
戦
に
及
ん
だ
（
渡
川
合
戦
）
が
兼
定
は
敗
走
、
伊
予
に
逃
れ
宇
和
島
沖
の
戸
島
に
隠
棲
し
天

正
十
三
年
死
去
し
た
。

＝
龍
昌
院
の
山
号
。

【
注
６
】
金
沙
山

＝
註
４
参
照
。

【注
７
】周
慶
寺

＝
毛
利
秀
就
室
法
号
。
越
前
松
平
中
納
言
源
秀
康
卿
長
女
、
喜
佐
姫
。
慶
長
六
年
生
、
明

【
注
８
】
龍
昌
院
様

暦
元
年
六
月
二
十
五
日
卒
。
五
十
五
歳
。
葬
於
江
戸
天
徳
寺
、
萩
大
照
院
亦
有
墓
。

＝

【注
９
】祢
誉
是
休
一
道
和
尚

【
５
８
頁
】

弥
陀
名
号

空
海
筆

同
其
外
多
シ
略
ス

宗
瑞
公

秀
就
公
御
判
物

御
加
判
衆
御
判
物

黄
檗
山
ノ
僧
ノ
伝
集
モ
多
シ

注
１

土
佐
一
条
殿
姫
君
墓
銘
阿
り

本
寺
京
清
浄
本
院

一

御
蔵
元
西
ノ
方
長
屋
天
樹
院
裏
門
通
之
角
焼
失

享
保
十
四

泊
番
有
之

酉
ノ
六
月
十
三
日
夜
也

役
所
よ
り
出
火
役
人

呉
服
方

手
子

注
２

注
３

九
ツ
時
二
階
よ
り
焼
出
る

御
究
有
之

二
階
役
所
ハ
昼
八
ツ
時
限
ニ
下
り

１

２

時

累

２

時

番
之
事
故
申
開
記
難
立

役
人

火
の
縁
薄
し

下
役
所
泊

き

及
迷
惑
候

二
階
役
所
先
勤
三
戸
新
右
衛
門
壱
人
昼
之
内
出
勤
此
日
手
子

壱
人
も
不
出
故

然
れ
ハ
手
懸
り
も
無
之
故
無
別
条
被
差
置
候
処

其
後
右

新
右
衛
門
手
子
之
者
旅
役
方
手
子
所
勤
之
者
不
謂
儀
有
之

御
究
に
て

新
右
衛
門
呉
服
方
所
勤
之
内
悪
調
儀
相
顕
申

披
無
之

火
事
之
儀
ハ
調
儀

敷
カ

も
う
し
ひ
ら
き

＝
浄
土
宗
光
明
山
西
法
寺
。
青
海
に
あ
る
。
元
禄
年
間
の
建
立
。
明
治
二
年
西
福
寺
と
合

【
注
１
０
】
西
法
寺

併
し
て
光
福
寺
と
な
る
。

源
信
（
げ
ん
し
ん
）
和
尚
の
こ
と
。
平
安
時
代
中
期
の
天
台
宗
の
僧
。
「
恵
心
僧
都
」
（
え
し

【
注
１
１
】
恵
心
＝

ん
そ
う
ず
）
と
尊
称
さ
れ
る
。
浄
土
真
宗
で
は
、
七
高
僧
の
第
六
祖
と
さ
れ
「
源
信
和
尚
」
・
「
源
信

大
師
」
と
尊
称
さ
れ
る
。

円
光
大
師
源
空
（

～

）
法
然
房
。
浄
土
宗
開
祖
。
元
祖
大
師
。
土
佐

【
注
１
２
】
円
光
大
師
＝

1133
1212

配
流
さ
れ
た
後
、
帰
京
。
布
教
に
努
め
る
。
『
選
択
本
願
念
仏
集
』な
ど
を
撰
述
。

＝
清
浄
華
院
（
し
ょ
う
じ
ょ
う
け
い
ん
）
、
縮
め
て
浄
華
院
（
じ
ょ
う
け
い
ん
）
と
呼
ぶ
。
浄
土
宗

【
注
１
】
清
浄
本
院

７
大
本
山
の
１
つ
で
法
然
上
人
２
５
霊
場
の
１
つ
。
平
安
時
代
。
貞
観
２
年
清
和
天
皇
の
勅
願
に
よ
り
、
天

8
6

0

台
宗
の
慈
覚
大
師
円
仁
が
京
都
御
所
内
に
禁
裏
内
道
場
と
し
て
建
立
、
貞
観
５
年
春
落
成
。
創
建
以

来
、
天
台
・
真
言
・
仏
心
・
戒
律
の
四
宗
兼
学
の
道
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
た
。
承
安
５
年
浄

1
1

7
5

土
宗
開
祖
法
然
上
人
が
比
叡
山
を
去
っ
て
東
山
吉
水
の
地
に
草
庵
を
結
び
念
仏
を
称
え
る
こ
と
こ
そ
唯

一
の
救
い
の
道
で
あ
る
と
説
き
、
当
時
の
仏
教
界
に
新
風
を
吹
き
込
み
ま
し
た
。
後
白
河
法
皇
・
高
倉
天

皇
・
後
鳥
羽
上
皇
は
、
法
然
上
人
を
戒
師
と
し
て
受
戒
さ
れ
が
、
こ
の
時
、
上
人
は
当
院
を
宿
舎
代
わ
り

に
使
わ
れ
、
そ
の
因
縁
か
ら
後
白
河
天
皇
よ
り
当
院
を
賜
り
、
清
浄
華
院
を
浄
土
宗
に
改
め
た
。
皇
室



【
５
９
頁
】

注

不
及
白
状
候
得
共

道

現

詰
ニ
成
下
共
ニ
御
落
し
候
而
牢
舎
追
出
於
大
屋

理
の
誤
記

１

磔
罪
被
仰
付
候
事

但

新
右
衛
門
実
ハ
大
組
天
野
与
一
右
衛
門
弟
也

新
右
衛
門
盗
荷
物
兄

与
一
右
衛
門
預
居

此
時
家
断
絶
な
り

一

右
御
長
屋
角
呉
服
方
御
蔵
有
之

役
所
火
本
に
て
右
御
蔵
御

元

長
屋
共
ニ
及
焼
失

早
速
立
戻
シ
被
仰
付
只
今
之
通
な
り

先
年

ニ
て
大
小
屋
焼
失
な
り

是
ハ
御
城
内

な
り
。

享
保
類
焼

赤
川
火
事

注
２

一

圭
庵
縄
手
之
水
車

宝
暦
五
年
出
来
只
今
ハ
此
木
屋
ニ
て

注
３

艮
水

■
■
也

1
7

5
5

漉
返
シ

の
紙
を
漉

注
４

一

宝
暦
拾
年
に
始
る
也

と
称
す
る
也

弘
法
寺
馬
場

花
の
馬
場

注
５1

7
6

0

恒
歳
考
寄
舟
山
ト
云

大
同
二

弘
法
帰
朝
之
時
此
嶋
ニ
船
着

老
翁

8
0

7

と
の
ゆ
か
り
が
深
い
ほ
か
、
政
商
・
立
入
宗
継
、
国
学
者
・
玉
松
操
、
茶
人
・
町
田
秋
波
、
公
卿
・
山
科
言

395

継
、
尊
王
家
・
姉
小
路
公
知
等
の
墓
が
あ
る
。

京
都
市
上
京
区
寺
町
通
広
小
路
上
ル
北
之
辺
町

＝
呉
服
類
保
管
の
役
（
「
も
り
の
し
げ
り
」
）三
〇
石
以
下
無
給
通
士
。

【
注
２
】
呉
服
方＝

加
勢
を
す
る
。
手
伝
う
こ
と
。
ま
た
は
そ
の
人
。

【
注
３
】
手
子

＝
椿
郷
西
分
（
つ
ば
き
ご
う
に
し
ぶ
ん
）
の
大
字
。
磔
は
肆
（
さ
ら
し
）
の
の
ち
市
中
を
ひ
き
ま
わ
し
、

【
注
１
】
大
屋

は
り
つ
け
柱
に
縛
り
、
白
木
綿
で
目
隠
し
を
し
て
長
槍
で
刺
し
、
死
骸
は
三
日
間
そ
の
ま
ま
に
肆
し
た
。

刑
場
は
御
成
道
で
あ
る
山
口
街
道
沿
い
の
大
屋
と
石
州
街
道
沿
い
の
手
水
川
に
あ
っ
た
。
（
「
萩
市
史
」

第
一
巻

頁
）

238
＝
享
保
年
中
は
七
回
の
火
災
が
あ
っ
た
が
、
「
先
年
」
の
「
城
内
」
の
火
事
と
い
う
の
は
享
保
五

【
注
２
】
享
保
類
焼

年
二
月
二
十
日
の
作
事
方
か
ら
出
火
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
（
「萩
市
史
」第
一
巻

頁
参
照
）

240

＝
慶
安
縄
手
の
水
車
木
屋
に
は
蝋
板
場
が
あ
り
櫨
の
実
を
絞
っ
て
い
た
。
（
「
萩
市

【
注
３
】
圭
庵
縄
手
之
水
車

史
」
第
一
巻

頁
図
２
参
照
）

682

＝
反
故
紙
な
ど
を
水
中
に
浸
し
て
舂
つ
き
、
煮
と
ろ
か
し
て
漉
い
て
再
び
紙
に
作
る
。

【注
４
】漉
返
し

＝
寄
舟
山
弥
勒
院
弘
法
寺
は
真
言
宗
。
土
原
に
あ
る
。
大
同
年
間
、
弘
法
大
師
の
開
基

【
注
５
】
弘
法
寺
馬
場

と
伝
え
る
。
中
興
開
山
は
隆
澄
。

【
６
０
頁
】

と
談
話
ア
り
ト
云
也

委
く
縁
起
ニ
阿
り

貞
享
四
卯
三
月
五
世

1
6

8
7

還
我
書
之

本
尊
弘
法
作

石
塚
宝
物
等
四
五
世
間
住
持
覚
尊

注
１

逐
電
之
時
紛
失

中
興
開
山
ハ
阿
闍
梨
隆
澄

宗
瑞
様
御
一
行

益
田
牛
庵
御
奉
書
有

本
寺
満
願
寺

一

日
輪
山

氷
上
山
之

之
事

輝
元
公
山
口
御
滞
留

南
明
寺

化

乗
坊
注

な
ん

み
ょ

う
じ

佛
の
誤
記

2

之
節
被
召
出
御
打
入
已
後
南
明
寺
住
職
被
仰
付
観
音
堂
ハ
大
同
元
ニ

8
0

6

立
と
云

薬
師
寛
永
弐
十
年
ニ
立

カ
曰

寛
永
さ
も
有
べ
く

貫
通
注

1
6

4
3

3

寄
附
也

参
銭
箱
此
堂
に
有
之

近
年
ハ
不
見

又

柳
生
松
右
衛
門
注
４

龍
蔵
寺
先
住
之
咄
に
ハ
観
音
堂
御
打
入
之
時
分

此
麓
に
波
多
野

何
某
と
云
菊
堂
壱
人
有
之

知
行
五
拾
石
此
辺
に
阿
り

其
所
ニ

観
音
堂
阿
り

右
之
内
江
石
付
而
山
上
江
立
度
之
通
被
望
候
得
者

【
６
１
頁
】

阿
闍
梨

＝
弘
法
寺
五
世
。
荒
廃
し
て
い
た
寺
を
十
六
世
紀
後
半
に
再
興
し
た
の
で
中
興
開
山
と
さ

【
注
１
】

隆
澄

れ
る
。
（
「萩
市
史
」
第
三
巻

）
頁
433

＝
山
口
氷
上
山
興
隆
寺
の
脇
坊
。

【注
２
】佛
乗
坊＝

烏
田
貫
通
智
庵
。
「
萩
古
実
未
定
之
覚
」
の
著
者
。
高
祖
父
右
馬
頭
景
通
は
大
内
家
に
属
し
筑

【
注
３
】
貫
通怡

土
郡
烏
田
の
城
に
拠
る
。
曽
祖
父
肥
後
守
武
通
は
文
禄
の
年
朝
鮮
陣
に
従
い
慶
長
年
間
関
ヶ

前原
の
役
戦
功
あ
り
。
。
そ
の
後
、
秀
頼
卿
の
大
阪
籠
城
に
随
い
、
落
城
の
た
め
浪
人
と
な
る
。
父
智
庵

正
通
延
宝
以
来
復
た
毛
利
家
に
隷
す
。
元
禄
年
間
貫
通
家
を
継
ぎ
、
学
識
才
幹
を
以
て
累
に
登
用

さ
れ
、
宝
永
・
正
徳
・
享
保
・
元
文
の
間
或
い
は
京
師
に
留
ま
り
、
或
い
は
江
戸
・
長
崎
に
ゆ
く
も
の
数

回
、
屡
々
功
労
顕
れ
た
れ
ば
、
為
に
増
録
の
恩
賜
を
蒙
れ
り
。
ま
た
、
当
寺
両
国
産
物
見
合
役
を
命

「
萩
古
実
未
定
之
覚
」
は
そ
の
間
に
な
り
し
も
の
な
り
と
言

ぜ
ら
れ
国
内
を
巡
視
し
た
る
こ
と
あ
り
。

う
。

＝

【注
４
】
柳
生
松
右
衛
門



公
儀
よ
り
神
石
之
由
ニ
而
右
之
石
出
ニ
不
及

上
よ
り
御
立
候
而
被
下
候
事

恒
歳
考
當
寺
往
古
優
婆
塞

修
験
ノ
山
伏
相
詰
候
処

注
１

う

ば

そ

く

注
２

宗
瑞
公
御
入
国
之
砌

氷
上
山
脇
坊

化

乗
坊
源
康
法
印

佛
の
誤
記

度
々
被
差
出
慶
長
十
七
当
寺
江
弐
拾
石
御
付
ケ
住
職
ニ
被
仰
付

初
て
天
台
と
改

源
慶
後
亦
氷
上
山
江
立
帰
り
住
職
ニ
付

康
カ

当
寺
弟
子
源
忠

住
職
也

本
尊
聖
観
音

脇
立
千
手
観
音

注
３

四
天
王
何
レ
も
行
基
ノ
作

本
堂
大
同
年
建
立
ト
ス

観
音
左
り

脇

鎮
守
権
現
の
社
ア
リ
熊
野
よ
り
勧
請
と
云
々

寛
永
二
丑

宗
瑞
様
御
寄
附
の
絵
馬
等
顔
筆
ト
云

本
堂
再
興
ノ
棟
札

元
和
七
酉
十
月
吉
日

宗
瑞
様
御
一
行

何
レ
モ
元
和
四
年

大
内
家
ノ
判
物
ア
リ

永
正
八
年
二
月
朔
日

明
応
六

十
月
十
一
日
也

【
６
２
頁
】

袖
判
物
も
阿
り

恒
歳
ハ
伊
藤
茂
右
衛
門
也

【
続
く
】

＝
在
家
の
仏
教
信
者

【
注
１
】
優
婆
塞

頁
注
２
参
照
）

【注
２
】源
康
法
印
＝
南
明
寺
開
山
。
（60

＝
南
明
寺
第
二
世
。

【
注
３
】
源
忠


